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いう 3 部からなる理論的展開をもって行われている。まず，第 1 部オプション理論の研究では，オプション価格決定
理論とオプション価格からの情報理論を中心にサーベイしながら既存のオプション理論の再吟味を行うと共に，新た









次に，第 2 章と第 3 章では，オプション価格決定の構造と，連続的な無危険へッジ・ポートフォリオ構成理論，離
散的な無危険へッジ・ポートフォリオ構成理論，危険中立的評価理論などの裁定理論による価格決定理論，均衡理論
による価格決定理論，マルチンゲール価格決定理論などのオプション価格決定理論を示した。また，オプション価格










このようなオプション理論の研究を踏まえて，第 2 部では， 日本のオプション市場のデータをもって， オプション
価格決定理論とオプション市場価格からの情報理論の検証を行った。
















を行った結果，推定式における μb と σ~ (行使価格と残存期間によるインプライド・ボラティリティの 2 乗の平均で
ある Vの平均と分散)を，全体，残存期間，マネネスと残存期間によるインプライド・ボラティリティをもって求め
た場合に，各々の体系的な特徴が検証された。





































の可能性に関する議論が展開されている O この分野は非常に新しい内容を多く含むものであり， これからの発展が期
待されていることは周知の通りであるが， 8 章以下に展開されているアイデアは学会発表において注目されたもので
ある。
以上のように新しいテーマに挑戦し，包括的な貢献をし，さらに将来の方向を示した本論文は，博士(経済学)の
学位に値すると判定する。
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